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商 号 芙蓉総合リース株式会社
（Fuyo	General	Lease	Co.,	Ltd.）

設 立 1969年5月1日
資 本 金 10,532百万円
上 場 市 場 東京証券取引所	市場第一部

（コード：8424）
従 業 員 数 連結1,559名、単体670名
本社所在地 東京都千代田区三崎町3丁目3番23号	

TEL：03（5275）8800（代）
事 業 内 容 ●	情報関連機器、事務用機器、産業機械、	

工作機械、商業用店舗設備、医療機器、	
船舶／航空機／車両ならびに輸送用機器、	
建築土木機械などのリースおよび	
割賦販売業務

●	金銭の貸付、その他各種金融業務
●	不動産リース
●	生命保険の募集業務
●	各種コンサルティング業務

営 業 拠 点 ●	国内：本社営業部および16拠点
●	海外現地法人：5社6拠点

主 な 国 内
連結子会社

●	シャープファイナンス株式会社
●	芙蓉オートリース株式会社
●	株式会社エフ・ネット
●	株式会社芙蓉リース販売
●	株式会社エフ・ジー・エル・サービス
●	株式会社アクア・アート

会社概要

総資産 （単位：億円）

2016年
3月期

2015年
3月期

2014年
3月期

21,134
19,876

18,519

純資産 （単位：億円）
自己資本比率 （単位：%）

2016年
3月期

2015年
3月期

2014年
3月期

■純資産　●自己資本比率

9.8%

2,325

10.1%

2,225

9.8%

2,026

売上高 （単位：億円）

2016年
3月期

2015年
3月期

2014年
3月期

4,9374,723
4,417

経常利益 （単位：億円）
親会社株主に帰属する当期純利益 （単位：億円）
■経常利益
■親会社株主に帰属する当期純利益

2016年
3月期

2015年
3月期

2014年
3月期

175

292

142130

265254

企業データ	 （2016年3月31日現在） 業績などの推移（連結）	 ※3月決算

コーポレートスローガン

会社概要 1

トップメッセージ 2

ESCOサービス 3

建物リース 5

リマーケティング事業 7

太陽光発電事業 9

担当役員メッセージ
環境負荷低減の実績 10

社会貢献活動「アクアdeスマイル」 11

女性活躍推進 13

前例のない場所へ。
コーポレートスローガン

私たちは考える。
リースとはモノを貸すことではない。
発想を、頭脳を、驚きを貸すことだ。
私たちは考える。
無理難題こそ歓迎したい。
新たなビジネスは、そこからしか生まれない。
私たちは考える。
期待に応えるのは義務である。期待を超えてこそ仕事である。
私たちは考える。
ともに成功するのはたやすい。
苦しい時も向き合えるのがパートナーである。

私たちは行動する。
この国のビジネスを、もっと自由にするために、
私たちから大胆になる。
リースにできることを広げてゆく。
私たちは芙蓉リースです。
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項 目 2015年度計画 2015年度実績 2016年度目標
環境提案の件数 2,100件 1,908件 2,300件
環境配慮型物件の取得金額 90億円 264億円 100億円
クリーンエネルギーの供給 65MW 76ＭＷ 100ＭＷ
リマーケティングの買取物件数 60,000件 71,073件 100,000件
アクア・アートの稼働台数 888台 893台 900台

CSR活動の目標値と実績

皆様におかれましては、平素より格別のご高配を賜り厚
くお礼申し上げます。2016年4月1日付で代表取締役社
長に就任いたしました辻田泰徳でございます。
まずは、4月の熊本地震により被災されたみなさまに、心

からお見舞い申し上げます。
芙蓉リースグループは、社会の一員として、環境問題の

解決や社会の発展に貢献し続けていきたいと考えていま
す。そのためには、リースを中核とする本業をベースに取り
組みを行っていくこと、そして当社グループらしいCSRへの
取り組みを行っていくことが重要になると認識しています。
このことを社内外のステークホルダーに明確に示すべ

く、2014年4月には「CSR行動指針」を策定しました。さらに
中期経営計画「Value	Creation	300」に合わせ、2016
年度までのCSRへの取り組みに関する数値目標を設定し、
グループを挙げて活動を進めています。
その一つが、ESCO※事業の推進です。同事業用の設備

をはじめとする環境配慮型物件の取得金額は、2015年度
において計画を大きく上回りました。また、再生可能エネル
ギー事業も順調に拡大しており、2016年3月末までに
29カ所の大規模太陽光発電所を稼働させ、一般家庭約
23,000世帯の使用電力に相当するクリーンエネルギーを
供給しています。
福祉・健康分野への取り組みも強化しています。2016

年4月には当社の建物リースを活用した初の介護施設が
オープンしました。今後も、多様な方法で福祉・健康分野に

力を注いでいきます。
インテリア水槽「アクア・アート」を活用した「アクアdeス

マイル」は、当社グループならではの社会貢献活動です。毎
年学生の皆様を対象にした水槽内のデザインコンペや、お
子様向けに熱帯魚の生態を教える出前授業などを実施し
ています。
企業として成長し、社会の発展に貢献し続けていくため

には、多様な社員の力が不可欠であると私は考えていま
す。こうした考えのもとに、女性の活躍推進に向けた目標
を定めるなど、すべての社員がこれまで以上に活躍できる
環境づくりに取り組んでいます。
芙蓉リースグループは、今後もこれらの取り組みを継続し

ていくことで、持続可能な社会の実現に貢献していきます。

FUYO	LEASEグループは、「人と地球にやさしい」事業に
真摯に取り組み、持続可能な社会づくりに貢献したいと考え
ています。
❶	環境関連分野におけるリースや商品・サービスを、積極的
に提案・提供します。

❷	再生可能エネルギー事業者として、クリーンエネルギーの
供給を推進します。

❸	3Rの実践領域を拡大し、廃棄物の発生を抑えた循環型
社会の実現に寄与します。

❹	アクア・アート事業を通じて、オフィスや街中、そして都会
の子供たちに「自然に触れる機会」と「笑顔」を届けます。

CSR行動指針

トップメッセージ

本業とCSRへの取り組みを両輪に
持続可能な社会の実現に
貢献していきます
代表取締役社長

※	ESCO（Energy	Service	Company）詳細は4ページをご参照ください。
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美術館の厳格な温湿度管理を実現
美術品保護と省エネを両立させる「ESCOサービス」

真空式温水発生機 高効率熱源機

芙蓉リースは、アズビル株式会社と共同事業で、東京藝
術大学大学美術館に「ESCOサービス」※1を提供し、美術品
保護と大幅な省エネルギーの双方の実現に貢献しました。
1999年に設立された同美術館には、国宝や重要文化
財を含む貴重な美術品が多数収蔵されています。デリケー
トな美術品の保管にあたっては、収蔵庫の温湿度を常に適
切に保つ必要がありますが、2012年頃から熱源設備の老
朽化の兆候が見られ、設備更新が検討されていました。
美術館のある上野キャンパスは、東京都の環境保護条
例で指定された大規模事業所としてCO2排出量の削減が
義務づけられており、同キャンパス全体のエネルギーの約
3分の1を消費していた美術館の省エネも課題でした。
同美術館のESCO事業者公募に対し、芙蓉リースとアズ
ビル株式会社は、老朽化した熱源設備の単純更新にとど
まらず、BEMS※2の導入や空調制御などの各種省エネメ
ニューに経済産業省の補助金を活用したファイナンスプラ

ンを付加させたワンストップサービスを提案。これらによっ
てエネルギー使用量を直近3年間平均の46.2％に削減す
るという計画が評価され、選定されました。
新設備による運用は2015年4月から始まりました。運用
の結果、収蔵庫は温度22℃、湿度55%と美術品の保護に
最適な状態を維持しつつ、2015年度のエネルギー使用量
の削減率は、計画を上回る55.3%を達成。CO2排出量も
都の条例が定める削減義務を超える成果が出ています。
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「	文化財保護と環境負荷低減という課題の
  解決につながる提案を評価しています」

公募時点では、省エネ改修工事が貴重な文化財に影響を
与えないか多少の不安がありましたが、改修によって大き
な省エネ効果を上げながら、温湿度は高いレベルで安定し
ており、不安は見事に払拭されました。大学美術館は文化庁
の公開承認施設の認定を受けており、認定更新の監査では
収蔵庫の温湿度管理は「ほぼ完璧」と高く評価されました。
また、従前は夜間・休日のトラブル対応に難渋していまし
たが、ESCO事業者の遠隔監視サービスを導入したことで、
24時間監視が可能になり、トラブル発生時にも迅速に対応
してもらえるので、収蔵品の安心・安全な管理と保守費の
抑制にもつながっています。

Customer's VOICE

国立大学法人 東京藝術大学
施設課

（左から）	設備係	係員		大沼	邦成	様
設備係	専門員		佐藤	久志	様
施設企画係	主任		藤井	基城	様

「東京藝術大学大学美術館」におけるESCOサービスによる省エネ効果

※1	ESCO（Energy	Service	Company）とは

※2	ＢＥＭＳ（Building	and	Energy	Management	System）

ESCOは、省エネに関する提案や設備導入、資金調達など包括的なサービス
を提供するものです。お客様はサービスを利用することで削減されたコスト
からESCO事業者に費用を支払うため、追加費用を負担せずに省エネを実
現でき、将来的な経費の削減にもつながります。

室内環境とエネルギー消費の最適化を図るためのビル管理システム。

光熱費支出

光熱費支出

お客様の利益
ESCOの配当

返済分 金利

ESCOサービス
実施前

ESCOサービス
実施後

初期費用

一次エネルギー削減量

18,638（GJ/年）
（削減率	55.3％）

CO2排出削減量

904（t-CO2/年）
（削減率	55.0％）
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特別浴室
寝たきりの人や、座位を保つのが困難な人のための浴室です。スタッフ
のサポートで安心して入浴できます。

一般浴室
各室の個人浴室とは別に備えた大きな浴室です。滑りにくい床材を使
用し、清潔で開放感あふれるなか、ゆったりと入浴を楽しめます。

高齢者の安心な住まいのために
不足する高齢者向け施設の整備に貢献する「建物リース」

ニチイホーム	昭島	昭和の森（右側）とアイリスガーデン	昭島	昭和の森（左側）

行政から「特定施設入居者生活介護」の指定を受けた施設。24
時間の見守り体制で、食事をはじめとした健康管理、掃除や洗
濯、入浴、排泄などの介護サービスを提供します。

バリアフリー構造等を有し、安否確認・生活相談のサービスを
提供する住宅。高齢者の居住の安定を確保することを目的に、
国土交通省、厚生労働省の共管制度として創設されました。

※１	「介護付有料老人ホーム」 ※２	「サービス付き高齢者向け住宅」
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「建物リースに大変満足しています」

ニチイグループは「トータル介護サービス」を全国で提
供しています。その中でニチイケアパレスは、「介護付有料
老人ホーム	ニチイホーム」と「サービス付き高齢者向け住
宅	アイリスガーデン」を首都圏中心に展開しています。
「昭島	昭和の森」は緑豊かな住宅地にあり、商業施設
や文化・スポーツ施設など周辺の環境にも恵まれ、入居
者の皆様に大変喜ばれています。また、アイリスガーデン
とニチイホームを併設することで、元気なうちはアイリス
ガーデンで、見守りや介護が必要になったらニチイホーム
でと、将来の住み替えも安心な施設です。
今回、芙蓉リースの建物リースを活用することで、こうし

た条件の良い用地を使えることになりました。施設も当社
の希望通りの仕様で、非常に満足しています。さらに、事

務・管理業務の面でも大幅な省力化・効率化につながっ
ています。建物リースは、「設備資金調達の一手法」として
だけでなく、事業者にとってさまざまなメリットがあると実
感しました。

Customer's VOICE

株式会社ニチイケアパレス

高齢者の安心な住まいのために
不足する高齢者向け施設の整備に貢献する「建物リース」

ニチイホーム

アイリスガーデン ニチイホーム

芙蓉リースは、不動産リースの新たな分野として、高齢
者向け施設の建物リースを始めました。
その第一弾として取り組んだのは、株式会社ニチイケアパ

レスが東京都昭島市で運営する「介護付有料老人ホーム※１	
ニチイホーム	昭島	昭和の森（総室数77）」と、併設する
「サービス付き高齢者向け住宅※２	アイリスガーデン	昭島	
昭和の森（総戸数51）」で、2016年４月にオープンしました。
日本では高齢者が年々増加するなか、高齢者が安心し
て住める施設の不足が社会的課題の一つとなっていま
す。2025年には、東京都と周辺3県で介護施設が約13万
人分不足するとの推計もあります。
当社では、今後もさまざまなファイナンスサービスを通じ
て、高齢者向け施設をはじめとする「福祉貢献型建物」の
整備に貢献していきます。

代表取締役社長　秋山	幸男	様
営業支援部	部長　吉濵	洋平	様

秋山社長（左）、吉濵部長（右）
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環境とコストに配慮した 
安全で安心なソリューションを提供
3Rの推進に貢献する「リマーケティング事業」

芙蓉リースのリース満了処理を担当するグループ会社	
芙蓉リース販売では、長年培ったリース満了物件処分のノ
ウハウを活かして、お客様の不要資産の処分に際し、環境
とコストに配慮した最適なソリューションを提供する「リ
マーケティング事業」を展開しています。
企業の事務所の移転や機器の入れ替えなどにおいて発
生する不要資産は、捨ててしまえば「廃棄物」となり、廃棄
費用もかかります。そこで、芙蓉リース販売では、これら中
古資産のうち、有価物を買取り、リユース・リサイクル市場
を通じて、新たな使用者に販売することで、再利用を促進
しています。買取りにあたっては、ご要望に応じてパソコン
などの情報機器に含まれるデータ消去も承っています。
また、リユース・リサイクルが困難な物件に関しては、
お客様に対し廃棄物の適正処分に関する助言も行って
います。

JQA-EM５４４２ JQA-IM１１９４
東京 3Rセンター	ISR 業務

2013年3月に東京都八王子市に移転・拡大した「東京3R	
センター」は、リース満了物件とリマーケティング事業による買取
り物件をリユース・リサイクルする中核拠点です。循環型社会へ
の貢献をめざすとともに、万全の情報セキュリティ体制による施
設運営を行っています。
本格稼働した2013年度以降、取扱い物件数は毎年順調に増
加しています。

東京3Ｒセンター
リユース・リサイクルの中核拠点

お客様

買取り

適正処分に
関する助言

任せて安心な
廃棄物処理業者へ

販売

新たな使用者へ
再生利用へ

リユース市場
リサイクル市場

廃棄物
（捨てるもの）

有価物
（使えるもの）

● 検品
● データ消去
● クリーニング
● 部品取り
● 素材分別　など

■リマーケティング事業の仕組み

廃棄物処理

廃棄物処理業者

芙蓉リース販売
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ＪＸグループ新本社の入居ビル（大手門タワー・ＪＸビル：皇居大手門前）

当社は、世界有数の「総合エネルギー・資源・素材グルー
プ」であるJXグループの不動産関連業務を担っており、
2015年11月のJXグループ本社移転プロジェクトをサポー
トしました。
他所への移転組も含め、社員3,200人が使うオフィスの
大移動。このプロジェクトの実施にあたって、思わぬ課題と
なったのが、机・椅子・キャビネットなどの什器や事務機器
の処分でした。
「大量の廃棄物の発生とその処理費用」という難題をか
かえ、複数社から解決策の提案を頂きましたが、オフィス移
転ビジネスの豊富な実績と什器類の買い取りにおけるコス
トパフォーマンスの良さ、そして長年の取引実績による信頼
感などから、芙蓉リース販売の「リマーケティング」サービス

を採用しました。
サービスの利用に際して結んだ「エコソリューション契約」

により、多岐にわたる物件処分先の管理・支払いが一本化
され業務の効率化が図れると同時に、中古什器類の一部を
他の業者に比べて高く売却できたことから、移転コストの抑
制、廃棄物の削減にもつながり
ました。
JXグループは、持続可能な経
済・社会の発展に貢献すること
を理念に掲げており、移転に伴
う環境負荷を抑制できたことは
大きな成果の一つだったと考え
ています。

「	コストと環境負荷を抑えながら、
 大規模なオフィス移転を実現」

Customer's VOICE

ビル事業部	大手町営業所
所長　栗田	康史	様
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2015年11月に運転を開始した北海道十勝郡浦幌町の大規模太陽光発電所

太陽光発電の特長は、太陽光という無料で無尽蔵のエ
ネルギー源を活用していることと、発電の際に温室効果ガ
スを排出しないことです。ほかにも、「遊休地を有効利用で
きる」「発電時に騒音や有害物質を出さない」「事故が起き
るリスクが小さい」など、多くのメリットがあります。
芙蓉リースは、2012年に子会社を通じて太陽光発電事
業に進出。以降、2016年3月までに全国29カ所に大規
模太陽光発電所（メガソーラー※1）を開設し、約23,000世
帯分の電力を供給しています。※2	直近では、2015年12月
から、福島県の南相馬市と栃木県塩谷郡塩谷町で商業運
転を開始。両発電所合わせた年間予測発電量は、一般家
庭の年間消費電力量で約1,283世帯分になります。※2

当社では今後も太陽光発電事業を通じ、再生可能エ
ネルギーの普及に努め、地球環境保全に取り組んでいき
ます。

再生可能エネルギーの 
供給による地球環境保全
太陽光発電事業の取り組み

稼動総数と電力供給量

※1	 出力が1MW（メガワット＝1000kW）以上の大規模な太陽光発電所
※2　一世帯当たり3,600kWhで算出

■稼働総数（基）　●電力供給量※2（世帯）
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電力使用量 （単位：千kWh）

■芙蓉リース　■グループ会社 計
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■芙蓉リース　■グループ会社 計
営業車燃料使用量 （単位：千ℓ）
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■芙蓉リース　■グループ会社 計
CO2実排出量    （スコープ1,2） （単位：t-CO2）
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■芙蓉リース　■グループ会社 計

2015年度

コピー用紙購入量 （単位：千枚）
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グリーン文具購入比率 （単位：%）
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■芙蓉リース　■グループ会社 計
CO2調整後排出量    （スコープ1,2） （単位：t-CO2）

0

500

1,000

1,500

※3

2015年度2013年度 2014年度

893

306

1,199

882

266
1,148

949

320

1,269

※1	 対象範囲は、芙蓉総合リース、芙蓉オートリース、エフ・ジー・エル・サービス、芙蓉リース販売、アクア・アート、エフ・ネットの国内全事業所。
※2	 CO2実排出量は、「特定排出者の事業活動に伴う温室効果ガスの排出量の算定に関する省令」の排出係数を用いて算定。（電気については各年度の電気事業者別の実排出

係数を用いて算定。）ただし、芙蓉リース、およびグループ各社は、特定排出者には該当しません。
※3	 CO2調整後排出量は、「特定排出者の事業活動に伴う温室効果ガスの排出量の算定に関する省令」の排出係数を用いて算定。（電気については各年度の電気事業者別の調整

後排出係数を用いて算定。）

環境負荷低減の実績※1

CSR活動のさらなる進化をめざして

常務取締役

藤田 義治

CSR活動を進める際にキーワードとなるサステナビリティ（Sustainability）。
「持続可能性」と邦訳されるこの言葉は、30年ほど前から主に環境保護分野
で使われ始め、昨今はビジネスシーンにおいても見聞きすることがたいへん多く
なりました。
企業が持続的に発展していくためには、自らが企業価値を向上させ、その価

値をさまざまなステークホルダーに還元するとともに、リスクマネジメントを徹底
することが必要です。
社会からの信頼の獲得と経済的な成果は不可分で、その両立なくして企業が

持続的な成長を遂げることはかないません。
力強く事業を展開し、自ら律することに厳しく、人と社会・環境に優しい。芙蓉

リースグループは、事業活動とCSR活動の両面で、このような企業であり続けた
いと考えています。
古いハードボイルド小説にあった「If	 I	wasn't	hard,	 I	wouldn't	be	alive.		

If	I	couldn't	ever	be	gentle,	I	wouldn't	deserve	to	be	alive.――強くな
ければ生きていけない。優しくなれなければ生きている資格がない。――」とい
う台詞通りの企業活動を実践してまいります。

担当役員メッセージ
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インテリア水槽を使った社会貢献活動「アクアdeスマイル」

東京都立工芸高等学校の制作グループの生徒さん：東京ドームホテルのロビーに展示した作品とともに（2016年夏）

アクアリウムで笑顔と癒しを
届ける活動が地域一体の活動へと発展
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「出前授業」は、児童向けの環境教育活動と
して、水槽を寄贈している保育園や母子生活
支援施設の皆さんに、もっと喜んでいただく
ために始めたイベントです。
社員を講師に「AQUA	ART水槽」の魚を
題材にクイズ形式で自然界の生態系などを
学んでもらい、勉強のあとは「熱帯魚すくい」
で盛り上がります。

水槽の寄贈先の子供たちに
楽しく生態系などを学んでもらう出前授業を実施

芙蓉リースは、グループ会社のアクア・アートとともに
社会貢献活動「アクアdeスマイル」を推進しています。こ
の活動は、「都会の子供たちに熱帯魚を見せてあげたい」
「アクアリウムで、笑顔と癒しを届けたい」という想いをコ
ンセプトに、保育園や母子生活支援施設などにインテリア
水槽「AQUA	ART」を寄贈（無償レンタル）することから始
めました。2013年度からは活動をさらに発展させ、寄贈
に加えて、毎年「AQUA	ARTデザイン・コンペ」と「児童
向け出前授業」も実施しています。
「AQUA	ARTデザイン・コンペ」は、芙蓉リース本社の
近隣に所在する東京都立工芸高等学校と東京デザイ
ナー学院で美術やデザインを専攻する生徒・学生さんた
ちに水槽内のデザイン制作を競ってもらい、優秀な作品を
商業施設などで一般公開する活動です。2015年度から
は、同じく近隣に所在する株式会社東京ドームホテルに賛
同いただき、同ホテルのロビーなどで作品を展示するな
ど、文字通り地域一体の活動に発展しました。
2016年度は、7月30日〜8月9日の間、「夏」をテーマと 試作品のレイアウト作業

した６作品を展示しました。若いアーティストたちの自由な
感性が織り込まれた水槽内のデザインは、創造力と楽しさ
に溢れ、期間中、会場にたくさんの笑顔の花を咲かせてく
れました。夏休み明けには表彰式も行います。

アクアリウムで笑顔と癒しを
届ける活動が地域一体の活動へと発展
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～女性の活躍推進に向けた「行動計画」を策定・推進～

一般事業主行動計画の概要

芙蓉リースは、女性の活躍推進を経営上の重要課題と捉えています。
女性がこれまで以上に持てる能力を発揮し活躍できる環境づくりに向け、

「採用」「人材育成」「風土改革」「両立支援」の４つのテーマで、女性の活躍推進に向けた施策に取り組んでいます。

女性がこれまで以上に持てる能力を
発揮し、活躍できる環境づくりに向けて

❶	女性採用の強化
❷	育成方針の明確化
❸	管理職候補者のキャリア開発支援

❹	キャリア講演会の開催
❺	所定外労働時間の削減
❻	企業風土の改革

❼	短時間勤務制度の適用基準の緩和
❽	男性社員の育児休業等取得の推進

計画期間

目　　標

取組内容

2014年12月5日から2020年3月31日まで

❶	新卒採用における女性比率30%を目指す
❷	女性管理職の登用目標を定めた2014年時点に対し、2020年までに1.5倍（40名）にする
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女性社員が、中長期的なキャリアビジョンを描き、いき
いきと働き続けられる職場環境の整備を目的に、ワーキン
グマザーや男女若手社員による「女性活躍推進ワーキン
ググループ」を結成し、活動を継続・推進しています。
2015年には、主に「仕事と育児の両立支援」をテーマに
活動を行い、両立支援や女性活躍推進の取り組みに関す
る情報を掲載した『会社で支える「子育て支援ガイドブッ
ク」』を作成し、社員全員に配布しました。
活動2年目となる2016年は、女性採用の強化と男性社

活動２年目を進める
第二期ワーキンググループのメンバー

❶	女性採用の強化
❷	育成方針の明確化
❸	管理職候補者のキャリア開発支援

❹	キャリア講演会の開催
❺	所定外労働時間の削減
❻	企業風土の改革

❼	短時間勤務制度の適用基準の緩和
❽	男性社員の育児休業等取得の推進

より良い職場環境づくりに向けたワーキンググループ活動
員の育児休業取得推進をメインテーマに活動しています。
社員一人ひとりの理解を深めるために、資料『みんなで
考える職場環境創り』を作成し、グループ会社を含めた社
員全員に配布したほか、女子学生の目線に合わせた採用
入社案内の改定にも着手しました。
男性社員の育児休業の取得推進に関しては、社員に育
児支援制度の周知を図るためのリーフレットを作成すると
ともに、育児休業を取得する社員全員に子育てグッズの
贈呈を開始しました。

子育て支援ガイドブック

資料「みんなで考える職場環境創り」
（一部抜粋）

育児支援制度周知リーフレット
（一部抜粋）
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「CSR報告書2016／ハイライト版」では、進捗のあった取り組みや注力
している取り組みをコンパクトにまとめました。
詳細な情報はWebサイトに掲載しています。グループ各社の取り組み
もWebサイトで報告していますので、ぜひご覧ください。

Webサイトとの情報の切り分けを図り、
より読みやすくコンパクトな冊子にしました。

■	報告対象組織
	 芙蓉総合リースおよび
	 連結子会社39社および関連会社4社

■	報告対象期間
	 2015年度
	 	（2015年4月1日〜2016年3月31日）
	 ※一部、対象期間外の報告を含んでいます。

■	発行時期
	 2016年9月
	 	（前回発行2015年9月）

　　http://www.fgl.co.jp/csr/

FSC認証用紙の使用
「適切に管理された森林からの木材（認証
材）」を原料として、FSC（Forest	Stewardship	
Council、森林管理協議会）の基準に基づいた
紙を使用しています。	

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

環境負荷のより少ない植物
由来のベジタブルインキを使
用しています。

〒101-8380	
東京都千代田区三崎町3丁目3番23号
TEL：03（5275）8800（代）
http://www.fgl.co.jp/

「CSR報告書2016」お問い合わせ先
コーポレートコミュニケーション室
TEL：03（5275）8891　FAX：03（5275）8950

Webサイト
より詳細な情報を報告

冊子
（ハイライト版）

進捗がある、注力している
取り組みを紹介

編集方針
表紙について

インテリア水槽
「AQUA	ART」と少女
芙蓉リースグループは、「AQUA	ART」
を使った社会貢献活動「アクアdeスマ
イル」を通じて、オフィスや街中、そして
都会の子供たちに「自然に触れる機会」
と「笑顔」をお届けしています。
読者の皆様が「AQUA	ART」と出会
い、表紙の少女のように微笑んでくだ
さること――
それが当社グループの願いです。


